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中学 東小 西小

中学 東小 西小

学校ICT環境整備  113万円学校ICT環境整備  113万円

学校内や家庭で本格運用学校内や家庭で本格運用
タブレット本体は令和２年度に9,806万円タブレット本体は令和２年度に9,806万円

①難しくないですか？
②宿題に変化はありましたか？
③どんな勉強をしたいですか？

タブレットについて
聞いてみました

令和３
年度

決算
認定8181億円の使い道億円の使い道

注目事業について町民に聞きました

　小中学校の児童生徒１人に
つき１台貸与されるタブレッ
トが令和２年度に整備され、
令和３年度より授業や家庭で
本格的に使われるようになり
ました。

森森
もりもり

 なつほ なつほ先生先生
（東小学校）（東小学校）

室室
むろむろ

岡岡
おかおか

 美美
みみ

羽羽
うう

さんさん
（舞木）（舞木）

吉吉
よしよし

澤澤
ざわざわ

 理理
りり

空空
くく

さんさん
（福島）（福島）

半半
はんはん

田田
だだ

 大大
ひろ きひ ろ き

葵葵さんさん
（上五箇）（上五箇）

島島
しましま

田田
だだ

 麗麗
れれ

菜菜
なな

さんさん
（上中森）（上中森）

内内
うちうち

田田
だだ

 葵葵
あおいあおい

さんさん
（舞木）（舞木）

野野
のの

村村
むらむら

 紗紗
ささ

季季
きき

さんさん
（福島）（福島）

①最初は難しかった。
②動画で宿題を送れる
　ようになった。
③英語の発音を
　聞いて話せる
　ようにしたい。

①最初は難しかった。
②効率良くなった。
③わからない事を
　調べたい。

①とてもかんたん。
②アプリで勉強できる
　ようになった。
③タイピングを
　やりたい。

①とてもかんたん。
②動画の宿題を送れる
　ようになった。
③プログラミング
　で、ゲームを
　つくりたい。

①難しくない。
②作文が増えた。
③プログラミング
　をやりたい。

①難しくない。
②宿題が増えた。
　宿題の採点が
　早くなった。
③図形とか書
　いてみたい。

タブレット導入時に苦労した点は
１人１台なので、設定が大変でした。
また、児童のルール作りにも苦労しました。

学習の成果は
学習の意欲が高まっています。成果はまだ途
中ですが、アプリを使って宿題も送れます。

今後求めるものは
協働の学習と個別の学習。
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公園整備（熊野公園）  4,837万円公園整備（熊野公園）  4,837万円

子どもから高齢者までが子どもから高齢者までが
ふれあえる公園に！ふれあえる公園に！

ふるさと応援寄附金ふるさと応援寄附金
18億4,163万円18億4,163万円
県内１位
　ふるさと応援寄附金の約半分が返
礼品と経費で残り約９億円が町の収
入になります。そのお金を基に13億
5,655万円を貯金しました。

○ふるさとづくり基金  約５億円
創意工夫を凝らし、個性的なふるさとづく
り事業の実施に必要な基金。

○義務教育施設改築基金  約3.5億円
老朽化した中学校を建て替えるための貯金
です。

○財政調整基金  約3.5億円
大規模災害の発生や大幅な税収減などがあ
る年度に取り崩しを行います。

　熊野公園は周辺地域で生活す
る人々やそのコミュニティの核
として、また非常時には避難場
所になるよう設置されました。
　かまどベンチ２基や太陽光発
電のLED照明も設置されてい
ます。

スーパーや飲食店を
誘致してもらいたいです。

ブランコなどの遊具を
もっと増やして欲しいです。

水遊びできる公園があると
いいですね。
S
サ ッ プ

UP教室もやってほしいです。

SUP

大小のブランコや
木陰があると嬉しいです。

岡岡
おかおか

戸戸
どど

 早早
ささ

奈奈
なな

恵恵
ええ

さんさん
（舞木）（舞木）

塚塚
つかつか

本本
もともと

 由由
ゆゆ

佳佳
かか

さんさん
（舞木）（舞木）楓楓

かえでかえで

さんさん 來來
らいらい

煌煌
きき

さんさん

一一
いぶいぶ

颯颯
きき

さんさん

美美
みみ

琴琴
ここ

さんさん羚羚
れれ

央央
おお

さんさん

大大
おおおお

熊熊
くまくま

 綾綾
りょうりょう

太太
たた

さんさん
（赤岩）（赤岩）

悠悠
ゆうゆう

輔輔
すけすけ

さんさん

啓啓
けいけい

輔輔
すけすけ

さんさん

栗栗
くりくり

原原
ばらばら

 明明
あきあき

子子
ここ

さんさん
（新福寺）（新福寺）

主な貯金の内訳
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問

が
ん
検
診
委
託
料
が

減
少
し
て
い
る
が
。

答

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
の

受
診
控
え
と
考
え
て
い
ま

す
。ご

み
処
理
施
設

の
収
入
増

問

ご
み
処
理
費
が
予
算

と
比
べ
て
減
少
し
た
が
。

答

太
田
市
ク
リ
ー
ン
プ

ラ
ザ
で
ご
み
焼
却
に
伴
い

発
電
さ
れ
た
電
気
の
売
却

収
入
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
の
資
源
物
売
払
い
収

入
が
増
加
し
た
た
め
、
各

市
町
が
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
負
担
額
が
減
り

ま
し
た
。

問

第
一
三
共
な
か
さ
と

公
園
の
利
用
で
き
な
い
遊

具
は
。

答

海
外
製
な
の
で
修
理

部
品
の
調
達
に
時
間
を
要

し
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
の
充
実
へ

問

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
料
が

減
少
し
た
が
。

答

総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
複
合
化
に
と
も
な
う

財
源
の
見
直
し
結
果
で

す
。反

射
鏡
の
新
設
は
ゼ
ロ

問

道
路
反
射
鏡
新
設
工

事
が
な
い
理
由
は
。

答

地
区
か
ら
の
要
望
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

自
殺
対
策
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

答

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

養
成
講
座
と
自
殺
予
防
の

啓
発
品
を
町
の
各
施
設
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

審査年月日：令和４年９月12日㈪、13日㈫
審 査 会 場：全員協議会室
委 員 構 成：12名全議員
　　　　　　委 員 長　酒巻　広明
　　　　　　副委員長　森　　雅哉

主

な

質

疑

令和３年度決算審査特別委員会

継続している中での継続している中での決算をを徹底審議！
新型コロナ感染症対策事業が新型コロナ感染症対策事業が 100以上の質疑

審議時間
710分

コ
ロ
ナ
禍
で
も

が
ん
検
診
を

公
園
遊
具
が

一
部
休
止
中

あ
な
た
も

ゲ※

ー
ト
キ
ー
パ
ー

総合保健福祉センター

ゲートキーパー養成講座

※ ゲートキーパー
悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な
支援につなげ、見守る人のこと
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令和３年度決算に関しては

広報ちよだ10月号もご覧ください

さらに詳しく

ド
関
連
事
業
交
付
金
が
増

額
し
て
い
る
が
。

答

発
行
枚
数
が
増
加
し

て
い
る
の
で
国
か
ら
の
交

付
金
も
増
額
し
ま
し
た
。

問

介
護
保
険
者
努
力
支

援
交
付
金
の
算
定
方
法

は
。

答

国
の
指
標
に
基
づ
き
、

評
点
化
さ
れ
ま
す
。
本
町

は
標
準
的
な
位
置
付
け
で

す
。支

援
教
育
の
拡
充

問

生
徒
数
が
減
少
し
た

の
に
職
員
数
が
増
え
た
理

由
は
。

答

特
別
支
援
教
育
の
職

員
を
増
や
し
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な

学
校
給
食
へ

問

共
同
調
理
場
修
繕
費

の
内
容
は
。

答

蒸
気
式
回
転

の
蒸

気
漏
れ
、台
車
等
の
修
繕
、

排
水
処
理
室
の
原
水
ポ
ン

プ
の
交
換
等
で
す
。

問

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
１

名
だ
が
足
り
て
い
る
の

か
。

答

県
か
ら
、
Ｄ
Ｘ
推
進

ス
タ
ッ
フ
が
派
遣
さ
れ
た

の
で
足
り
て
い
ま
す
。

悩
め
る
雨
漏
り
対
策

問

図
書
館
の
施
設
改
修

工
事
は
定
期
的
な
も
の
か
。

答

屋
上
の
雨
漏
り
改
修

工
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
必
要
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。

減
ら
そ
う

空
き
家

問

空
き
家
バ
ン
ク
の
Ｐ

Ｒ
は
。

答

固
定
資
産
税
の
納
付

書
に
同
封
し
た
り
、
町
広

報
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

移
動
販
売
は
じ

め
ま
せ
ん
か

問

移
動
販
売
運
営
補
助

金
交
付
事
業
の
申
請
件
数

は
。

答

４
件
で
す
。

　

移
動
販
売
車
両
の
購
入

費
や
改
装
経
費
、
ま
た
移

動
販
売
の
運
営
経
費
が
対

象
で
す
。

問

40
周
年
記
念
の
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
は
ま
だ
あ
る

の
か
。

答

大
変
好
評
で
す
が
、

ナ
ン
バ
ー
の
在
庫
は
ま
だ

あ
り
ま
す
。

作
ろ
う
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

介
護
は
標
準
レ
ベ
ル

Ｄ
Ｘ
推
進
ス
タ
ッ
フ

２
名
派
遣

ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
が
好
評

にぎわうキッチンカー

無料でナンバーの交換ができます

老朽化が懸念される町内施設
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本
町
、
大
泉
町
の
距
離
割

で
算
出
負
担
し
ま
し
た
。

問

水
防
演
習
跡
地
、
河

川
占
用
面
積
と
維
持
費

は
。

答

占
用
面
積
は
３
区
画

で
３
．１
ha
で
す
。
維
持

管
理
費
に
つ
い
て
は
試
算

中
で
す
。

路
線
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」

の
車
両
購
入

問

広
域
公
共
路
線
バ
ス

購
入
費
負
担
割
合
は
。

答

購
入
費
は
２
，６
０

０
万
円
程
。
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
の
活
用
と
運
行

事
業
者
が
負
担
、
残
り
を

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育

委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
同
意
し

ま
し
た
。

都つ

筑づ
き  

英ひ
で

和か
ず

氏

（
新
任
・
太
田
市
）

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い

て
、
意
見
を
求
め
る
諮
問

が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま

し
た
。

大お
お

谷や  

惠さ
と
し

氏

（
再
任
・
舞
木
）

森も
り

  

茂し
げ

人ひ
と

氏

（
新
任
・
赤
岩
）

主
な
質
疑

人
事
案
件

新
た
に
３
．１
ha
占
用

教
育
委
員
会
の

委
員
の
任
命
に
同
意

令和４年
９月定例会
９
７

９
16

（10日間）
 本　会　議 
７日　一般質問
８日・16日

議案審議他
 委　員　会 
９日　総務産業
　　　文教民生
12日・13日

決算審査
（特別委員会）

　

令
和
４
年
第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
７
日
か
ら
16
日
ま

で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
報
告
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、

令
和
３
年
度
決
算
の
認
定
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

等
上
程
さ
れ
、
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委

員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。（
４
〜
５
Ｐ
に
、

質
疑
内
容
を
一
部
掲
載
）
ま
た
、
４
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に

立
ち
、
町
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

（
第
５
号
）

監
査
報
告

　

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算

関
係
諸
帳
簿
、
証
書
類
は

整
備
さ
れ
て
お
り
、
計
数

的
に
も
正
確
で
あ
り
ま
し

た
。

　

基
金
の
運
用
も
含
め
総

体
的
に
、
ほ
ぼ
健
全
な
行

政
運
営
が
な
さ
れ
、
予
算

も
効
率
よ
く
執
行
し
、
行

政
目
的
が
達
成
さ
れ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
税
の
収
入
未
済
額
は
、

前
年
度
よ
り
減
少
し
、
収

入
未
済
額
圧
縮
の
取
組
み

が
数
字
に
表
れ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
私
債
権
に
お

け
る
収
入
未
済
額
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
債
権
管
理

条
例
が
制
定
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
確
実
に
履
歴

を
残
す
な
ど
適
切
な
管
理

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
望
み

ま
す
。

　

行
財
政
の
合
理
化
・
効

率
化
を
図
り
つ
つ
住
民
福

祉
の
増
進
と
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
の
た
め
、
よ
り
一
層

努
力
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
審
査
意
見
と
い
た
し

ま
す
。

　
　

千
代
田
町
監
査
委
員

白
石　

正
躬

川
田　

延
明

（
決
算
審
査
意
見
書
よ
り
抜
粋
）

1.0ha

第一三共
なかさと公園

赤岩渡船

0.3ha

1.8ha

135万km走った「あおぞら」が新車になります

河川敷占用場所決まる
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審議議案と議員の賛否（第３回定例会）

上程された議案・概要・結果
金
子　

浩
二

橋
本　

博
之

原
口　
　

剛

大
澤　

成
樹

酒
巻　

広
明

橋
本　

和
之

大
谷　

純
一

森　
　

雅
哉

川
田　

延
明

髙
橋　

祐
二

柿
沼　

己

小
林　

正
明

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
◇令和４年度千代田町一般会計補正予算（第３号）
【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が内示されたことから、町独自
支援策11事業を実施するための予算措置を行った。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

◇令和４年度千代田町一般会計補正予算（第４号）
【法人町民税において令和３年度分の確定申告により、予定納税された金額を返金す
る必要が生じ、併せて還付加算金も発生していることから早急に還付すべく専決処分
を行った。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

条例制定
◇千代田町議会議員及び千代田町長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営
に関する条例の制定
【公職選挙法が一部改正され選挙運動費用の公費負担の対象が拡大されたことに伴い、
次回の町長・議会議員選挙から選挙運動費用の選挙公営制度を導入すべく条例制定を
行った。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

条例改正
◇千代田町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
【地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護
を行う労働者の福祉に関する法律及び雇用保険法の一部改正に伴い、育児休業・育児
参加のための休暇を取得をしやすくするもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇千代田町行政財産使用料条例の一部を改正する条例
【消費税が変更になった時点で条例改正を行う必要があったが、改正されていなかっ
たため、今回、消費税分を８％から10％に改めるもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

補正予算
◇令和４年度千代田町一般会計補正予算（第５号）
【財政調整基金などへ積み立てを行うとともに、ふるさと応援寄附金の謝礼や郵送料な
どを追加する。また、課税誤りに伴う町税過誤納還付金及び還付加算金を追加する。
降ひょう被害や強風被害への補助金を追加するほか、観光振興を目的としたマスコッ
トキャラクターオリジナルイルミネーション作成など18億4,099万円を追加するもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和４年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
【基金への積立金及び、保険給付費等交付金の確定に伴う返還金など1,632万１千円
を追加するもの。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和４年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第２号）
【報酬改定に係るシステム改修電算業務委託料や、介護給付費準備基金への積み立て
及び一般会計への繰り出し等に5,674万３千円を追加するもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

人　事
◇千代田町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて
【新任：都筑英和氏（太田市）任期３年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

◇人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
【再任：大谷　惠氏（舞木）任期３年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

◇人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
【新任：森　茂人氏（赤岩）任期３年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

令和３年度　決算
◇令和３年度千代田町一般会計歳入歳出決算の認定
　歳入総額　81億2,364万9,684円
　歳出総額　72億2,102万6,492円

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（10:0）

◇令和３年度千代田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入総額　12億9,954万7,490円
　歳出総額　12億6,097万8,140円

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（10:0）

◇令和３年度千代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入総額　１億3,711万3,916円
　歳出総額　１億3,465万9,038円

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（10:0）

◇令和３年度千代田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入総額　10億2,685万7,283円
　歳出総額　９億7,088万9,931円

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（10:0）

◇令和３年度千代田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定
　歳入総額　２億9,827万5,173円
　歳出総額　２億9,504万5,716円

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 認定（10:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対、欠は欠席）
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総務産業常任委員会の要望事項
⑴不法投棄やごみ減量化など環境美化への強化を図
ること。
⑵町内主要道路における防犯灯設置の推進及び適切
な管理を行うこと。

文教民生常任委員会の要望事項
⑴高校生世代の医療費無償化を実施すること。
⑵小中一貫校を含めた中学校校舎建替えの調査研究
を加速させること。
⑶物価高騰下においても現状の給食費を維持するこ
と。
⑷小・中学校体育館に空調（冷房）設備を設置する
こと。

両常任委員会の共通要望事項
　コロナ対応や物価高騰などに対し継続的な支援を
すること。

町長へ要望書を提出しました！

水害時、安全で安心して活動するために

未来への投資

経済活性化

水位を確認して早めの判断・行動で減災へ

未来へつなげる投資!!

災害時装備品の充実

給食費半額補助

プレミアム付商品券発行

水位計の設置

水害発生時に、水防団の方たちが安全で安心して
活動ができる装備の充実が図られました。

子育て世帯の経済的負担の軽減を図りました。

お得にお買い物できるチャンスです。
今年は40％のプレミアムがつきます。

河川監視として、水位センサー及びWEBカメラを
整備しました。

令和３年度及び過去に町へ要望した事業に対し、結果を報告します。

要望要望
あのあの

どうなった？どうなった？

議長・副議長・両常任委員長より町長へ10月14日提出

令和
３年度

河川監視カメラ
詳しくはこちら
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４議員が登壇４議員が登壇

森　　雅哉 議員 P.10

①  地区役員について
②  道路の計画について

金子　浩二 議員 P.11

①  広域道路ネットワークについて

橋本　和之 議員 P.10

①  今後の教育行政方針について

大谷　純一 議員 P.11

①  水害時における避難計画について

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（本町は答弁も含め40分以内）その
中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、または、
質疑をすることです。ここでは、各議員１項目についてダイジェスト版でお知らせします。

会議録にて全文を見ることができます。
注）公開までには一定の期間を要します。

SDGs（エスディージーズ）とは、地球で暮らし続けていくために達成すべき17の目標
本町では、第六次総合計画にこれらの考えを取込みながら、SDGsの達成に貢献できるよう取組んでいます。
本町議会でも、これらを取入れ、各議員の一般質問に関連するロゴを掲載しています。
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問　

教
育
長
就
任
に
あ
た
り
教

育
行
政
の
考
え
と
今
後
の
抱
負

は
。

教
育
長　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら

歳
を
重
ね
た
方
ま
で
、
生
涯
学

び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

芸
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
町
民

に
は
楽
し
み
な
が
ら
自
ら
本
町

を
育
て
て
も
ら
い
、
町
外
の
方

か
ら
素
敵
な
町
だ
な
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
教
育
行
政
を

理
想
と
し
て
い
ま
す
。

問　

部
活
動
指
導
員
を
含
め
、

部
活
動
を
地
域
の
人
材
に
委
託

す
る
考
え
は
。

教
育
長　

中
学
校
で
は
ス
ポ
ー

ツ
庁
の
事
業
を
活
用
し
て
部
活

動
指
導
員
を
配
置
し
、
地
域
連

携
に
つ
い
て
の
実
践
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
委
託
の
メ

リ
ッ
ト
は
専
門
的
な
指
導
が
で

き
る
の
と
教
師
の
時
間
的
、
精

神
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
る
と
考

え
ま
す
。

問　

い
じ
め
と
虐
待
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

教
育
長　

両
方
と
も
ゼ
ロ
に
な

ら
な
い
難
し
い
事
案
で
す
。
早

期
発
見
、
早
期
対
応
、
地
学
連

携
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て

い
ま
す
。

教育行政の考えと今後の抱負は
【 教育長 】教育環境を構築したい

問　

各
行
政
区
の
役
を
把
握
し

て
い
る
か
。

総
務
課
長　

区
長
、
副
区
長
、

会
計
、評
議
員
、隣
組
長
と
い
っ

た
５
つ
の
役
職
に
つ
い
て
は
役

員
名
簿
が
あ
り
ま
す
。

　

育
成
会
や
体
育
協
会
の
地
区

役
員
の
よ
う
に
地
元
に
お
任
せ

し
て
い
る
役
員
の
活
動
状
況
の

把
握
に
つ
い
て
は
ま
ち
ま
ち
の

状
況
で
す
。

　

区
の
各
種
役
員
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
区
長
会
等
で
情
報
の

共
有
化
を
図
り
ま
す
。

問　

町
役
員
に
つ
い
て

の
見
直
し
状
況
は
。

総
務
課
長　

役
職
員
の

見
直
し
と
併
せ
て
、
他

の
地
区
と
の
連
携
な
ど

に
も
取
組
ん
で
い
き
ま

す
。

問　

役
員
の
役
割
や
仕
事
に
つ

い
て
文
書
化
へ
の
取
組
み
は
。

総
務
課
長　

昨
年
、
区
長
会
か

ら
要
望
が
あ
り
、
役
割
や
主
な

職
務
な
ど
の
資
料
を
作
成
し
ま

し
た
。

問　

役
員
の
成
り
手
が
い
な
い

場
合
の
対
応
は
。

総
務
課
長　

前
任
者
や
経
験
者

に
お
願
い
す
る
こ
と
も
選
択
肢

の
一
つ
で
す
。
後
任
が
見
つ
か

ら
な
い
場
合
、
そ
の
都
度
、
協

議
し
て
い
ま
す
。

森　雅哉議員 MORI MASAYA

町役員の役割について文書化は
【 総務課長 】資料を作成しました

橋本 和之議員 HASHIMOTO KAZUYUKI

女子バドミントン部で活躍する部活動指導員

区長会の会議にて情報を共有化

つぶやき

つぶ
やき

教育長の方針には共感しました。微力
ながら協力・応援をしていきます。

役を受けている方々に
感謝しています。
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問　
「
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
つ
い
て
の
動
き
は

企
画
財
政
課
長

　

足
利
市
議
会
議
員
連
盟
発
足

や
、
埼
玉
県
知
事
へ
直
接
の
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

問　
「
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
利
点
は
。

町
長　

広
域
な
連
携
が
図
れ
、

大
規
模
災
害
時
の
広
域
避
難
、

渋
滞
緩
和
、
工
業
の
成
長
な
ど

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問　

現
状
の
道
路
で
は
、
ど
ん

な
声
が
あ
る
の
か
。

町
長　

利
根
大
堰
の
朝
夕
の
混

雑
に
つ
い
て
心
配
の
声
が
あ
り

ま
す
。

問　

利
根
川
新
橋
を
含
め
た

「
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
整
備
と
町
づ
く
り
は
。

町
長　

利
根
川
新
橋
架
橋
に
伴

う
ア
ク
セ
ス
道
路
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
道
の

駅
と
そ
れ
に
併
設
す
る
町
の
魅

力
を
対
外
的
に
発
信
で
き
る
施

設
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

県をまたいだ避難を
【 総務課長 】必要であると認識しています

金子 浩二議員 KANEKO KOUJI

広域道路ネットワークの整備は
【 町長 】 利根川新橋架橋にあわせて検討します

大谷 純一議員 OYA JUNICHI

問　

東
日
本
台
風
等
の
襲
来
に

よ
っ
て
本
町
の
住
民
避
難
計
画

に
変
更
は
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

令
和
３
年
12
月
に

地
域
防
災
計
画
に
広
域
避
難
を

追
加
し
改
定
し
ま
し
た
。

問　

大
規
模
水
害
が
予
想
さ
れ

る
場
合
は
県
を
ま
た
ぐ
よ
う
な

避
難
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　

必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
広
域

避
難
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
災

害
の
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
近
隣
の
広
域
避
難
所
に

つ
い
て
調
整
を
進
め
、
次
に
県

内
遠
方
の
避
難
所
と
併
せ
て
比

較
的
規
模
の
大
き
い
県
有
施
設

等
の
利
用
に
つ
い
て
も
調
整
を

図
り
ま
す
。

問　

大
規
模
水
害
時
で
は
近
隣

で
同
じ
よ
う
な
被
害
が
予
想
さ

れ
る
の
で
遠
方
避
難
し
た
ら
ど

う
か
。

町
長　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
町
外
へ
の
広
域
避
難
を
推
奨

し
て
い
き
ま
す
。

広域道路ネットワーク構想図

水がどこまでくるのか、わかりやすい

つぶ
やき

つぶやき

鳥取県倉吉市の想定浸水深看板

利根川の決壊が予想される場合は町内
ではなく遠くへ逃げてください。

テーマパークの様な道の駅が出来たら、
楽しいですね。
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意見
交換

意見
交換

質疑報告

素早く自主避難 自主防を中心に

千代田第三工業団地の進捗

水害時にとる行動は 災害時のボランティアは

道路の除草対策は

造成工区は４工区に分割し４社に発注しました。
工期は令和４年７月26日から令和５年８月31日に
なるが早期完成分譲を目指します。周辺道路の安
全対策として看板を設置することや計画的に見廻
りなどを行い注意喚起します。

歩行者や運転者が危機感を感じるような場所を優
先的に除草作業を行います。

自主防災組織では地域住民を主体に防災意識の向
上・防災訓練やコミュニティ活動を通じ、災害時
には情報伝達や避難誘導・要支援者と家族の避難
を助けます。

日頃から避難所の確認や自宅周辺危険
箇所把握、マイ・タイムライン作成な
どを行うことが肝心です。

問 道路に面している農地の雑草が交通の妨げ
になっているが。

答　農業委員会と一緒に耕作者または、地権者
に根気強く指導していきます。また、町で
管理している所は早々に対応します。

議　員 警戒レベル４のサイレンが鳴ったら、
どのように避難することが正しい行動
なのか。

執行部　警戒レベル４が出る前に素早く自主避
難をしてください。無理な行動はせず
自宅に留まる方は２階に垂直避難する
方法もあります。

議　員 ボランティア活動は区によって格差が
あるのか。

執行部　自主防災組織の有無で大きな格差が生
じます。組織の拡大を図らなければと
考えています。

造成が本格的に始動 通学路や交差点を優先

安心して暮らせるまちへ安心して暮らせるまちへ
総務産業常任委員会

地域防災計画
詳しくはこちら

マイ・タイムライン
詳しくはこちら

警戒レベル４
詳しくはこちら

造成工事
詳しくはこちら
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報告

意見
交換

意見
交換

報告

文教民生常任委員会

熱中症予防のマスク対応は熱中症予防のマスク対応は

社会で通用する
子どもを育てたい

ICT機器活用は
全国平均を大きく上回る

コンビニで交付可能

熱中症対策

教育長の抱負 ワクチン接種証明書も

全国学力学習状況調査

議　員 子ども達へのマスク着用の考え方は。
執行部　 本町では、マスク着用は３才以上推奨

ですが、熱中症予防の観点から状況に
より周りの先生や大人の判断でマスク
を外しています。

議　員 教育長の抱負は。
教育長　 子ども達には、色んな種をまいてその

中で好きな芽を見つけて、花を咲かせ
てもらい千代田が好きな子に育っても
らいたい。

　　　　 また、自分を大事にして、自分の強みを
持ち社会で通用する子どもを育てたい。

執行部　本町の児童生徒の良い所
・将来の夢や希望を持つ
・自然の中で遊ぶ
・地域の行事に参加する
・ 「総合的な学習の時間」により意欲的
に取組んでいる
・ICT機器を様々な場面で活用している

事前に準備いただく必要があるもの
・マイナンバーカード
・接種証明書発行料120円

子ども達のマスク
対応は

新型コロナワクチン接種証明書の交付に対応して
いるコンビニで取得できるようになりました。

コンビニ交付
詳しくはこちら

千代田町議会だより「大河」160号　令和４年10月25日発行13



広報編集委員会

　全国町村議会議長会の開催する令和４年度町
村議会広報研修会へ参加しました。
　１部の研修は「そろそろ化けませんか‼ 」と
題し越地真一郎氏の講演。
　情報に対する町民の目が肥える中で議会だよ
りは現状のままで生き残れるのか？大化けの必

要性と方策について研修しました。特に、「伝え
る」と「伝わる」は違い、他人にも分かるかと
いうことを常に意識することが必要である。相
手の目線や立場を理解しつつ、双方向でのコ
ミュニケーションが大切であると思いました。
　２部では、これからの議会報を考えると題し

谷浩明氏の講演。
　ポストコロナを見据えた伝わる情
報発信の考え方と共に伝わる広報紙
作成のポイントについて研修しまし
た。特に、紙媒体とデジタルコンテ
ンツを活用することで、新たな情報
発信にもつなげることができると感
じました。
　研修会で学んだことを今後に活か
し、興味・関心を持ってもらえるよ
う、議会と町民の懸け橋となるべく
情報発信に努めていきます。
 大澤 成樹　記

■令和４年９月20日実施　■場所：シェーンバッハ・サボー（東京都千代田区）

視 察
研 修 全国町村議会広報研修会へ参加

議員の一言
視察を終えて視察を終えて 「広聴＆広報」の大

切さを学び心がけて
いきます。
 原口

読まれる議会だより
を目指し、研鑽を積
んでいきます。
 大澤

SNSの活用など、広
報の変化についても
学べました。
 森

紙面改革は前例にと
らわれない大胆さが
必要と思う。

大谷

編集技術は学べてい
る。本町らしく実践
あるのみ。
 橋本和之

広聴広報への取組は
大切、情報が伝わる
大河へ調査研究。

酒巻

委員の思いが一方的
にならないことが肝
心と考えました。

橋本博之

町民とキャッチボー
ルが出来るような大
河を目指します。
 金子

全国から集まる町村議会議員
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議会改革推進特別委員会

　板倉町議会議員12名と本町議員12名で下記
内容について意見交換を行いました。
 「議員定数」について 
・本町と板倉町では、議員自ら議論を重ね、議
員定数12人まで削減しました。
 「会議等での質問方法」について 
・本町の一般質問は、一問一答方式と一括質問
方式で一問一答方式は持ち時間は40分です。
・板倉町の一般質問は、一問一答方式で持ち時
間は60分です。
　一般質問は政策提案型の質問で、議員自らの
意見を持って質問されているとのことです。ま
た、定例会開催月の町広報紙に、通告内容と開
始時間を記載し、傍聴者を増やす取組みを行っ
ています。

　今回の視察研修で学んだことは、議員自らの
意見を持ち、議会で活発な議論を行い、町民に
知らせることが大切だと学びました。
 原口 剛　記

　現状、町の補助金を受けている団体の会長、副会長は受けない。
　本部の重要事項を決定する役員という定義
・現状の決まりで良いとの意見
①県の選挙管理委員会に公職選挙法について確認したところ、
町から補助金をもらっている団体の役員を受けることに問
題は無いと回答を得ている。
②平成25年の議会改革において「町から補助金を受けている団
体の会長、副会長は受けない」という独自ルールを決めている。
・議員は、本部役員も含めやめるべきとの意見
①予算、決算、事業内容を誘導しかねない。
②本部の意思決定時に誘導しかねない。
③議員報酬を受けている。
 ➡結論 
　議会では、引き続き町の補助金を受けて
いる団体の「会長、副会長」職は受けない
ことに決まりました。

原口 剛　記

■令和４年７月15日実施　■場所：板倉町役場

意 見
交 換 板倉町議会との意見交換会

町の補助金を受けている団体への加入について

議員

協議事項

小
林　

正
明

大
谷　

純
一

柿
沼　

己

髙
橋　

祐
二

川
田　

延
明

森　
　

雅
哉

橋
本　

和
之

酒
巻　

広
明

大
澤　

成
樹

原
口　
　

剛

橋
本　

博
之

金
子　

浩
二

会長、副会長のみ禁止 ● ● ● ● ● ● ● ●
会長、副会長を含め本部役員禁止 ● ● ● ●

町民

議会 町長

請願・陳情 行政サービス

選挙 選挙

調査・審査・議決

条例案・予算決算案
の提出（議決機関・議員） （執行機関）

活発な意見を交わす両町議員
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議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、12月５日月～12月９日金の予定です

（一般質問は初日の午前９時からです）

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

千
代
田
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議
会
だ
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N
o.160

９
月
定
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年
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25日
発
行

発
行
／
千
代
田
町
議
会
　
発
行
者
／
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〒
370-0598　
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赤
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1895-1

TEL／
0276-86-2111（

代
）

議会広報編集委員会
委
員
長

大
澤　

成
樹

副
委
員
長

原
口　
　

剛

委

員

森　
　

雅
哉

委
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大
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員
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委
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金
子　

浩
二

今号の表紙　
～笑顔あふれる公園～
舞木土地区画整理地内に熊野公園が完成しました。
当日は、小学生が元気いっぱいに遊んでいました。
子どもから高齢者まで多くの地域住民の新たな交流
拠点となることを期待しています。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

移住した理由は？
　司法書士事務所がない自治体を探していて、出身
地の妻沼町（現・熊谷市）から近く、親の仕事の関
係で子どもの頃から千代田町には縁があったため、
本町で事務所を開業することを決め移住しました。

本町の良いところ、自慢するところ
　人柄がよく開放的で私自身地元の方に受け入れら
れている感覚が日々あり、これが千代田町の特徴だ
と思います。また、飲食店などでの並盛の量が多く、
「並盛を頼んだのですが」と何度か問い合わせたこ
とがありました。とてもお得感があり満足していま
す。

こうしたら、もーっと良くなる千代田町
　謙虚すぎる。渡船場やサントリービール工場があ
ることをもっとアピールした方がいい。渡船場から
のアクセスを整備し歩道が狭いので改善して回遊性
を増すといいのではないか。

移住を考える人に一言
　ズバリ「テレワークへの適正が高い」一昔前なら
都会でしか仕事にならないことも、現在はオンライ
ンで業務が出来ます。千代田町の安い物価であれば
事務所だけでなくお客様用の駐車場も広く確保でき
ます。都心からも近く都会で働いていた時よりも自
分のペースでスムーズに働けています。とても便利
だと思います。

司法書士として奮闘中

　読んでもらえる議会だより「大
河」を目指して、広報編集委員会
が議会だよりの作成に取組んでい
ます。これからも町民の声を聴き、
大河で届けていきます。町内で議
員のインタ
ビューを見
かけたら、
ご協力よろ
しくお願い
します。

あなたの声で
　　　議会が変わる

あなたの声を
ご意見
ご感想

どんなことでも

本町に移住した方を紹介します。自薦他薦問いません。
ぜひご応募ください。 ▼議会事務局TEL.86－7009

移住・定住
詳しくは
こちら

ちょうどいいね　ちよだぐらし移住した方大募
集

WELCOME MY TOWN CHIYODAWELCOME MY TOWN CHIYODA
ようこそちよだ　ようこそちよだ　Vol.Vol.11

移住して２年

大
おお

塚
つか

  和
かず

良
よし
さん（赤岩）

埼玉県熊谷市出身
家族は息子一人
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